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ICTの力で
江津市をもっと
元気に！



発表メンバー

•中嶋奏太 （出身：島根県江津市）

•市瀬穂乃香（出身：茨城県龍ヶ崎市）

•児玉悠亜 （出身：島根県江津市）

•佐藤由一 （出身：島根県大田市）

•春木心緒 （出身：島根県江津市）



2050年には、
14000人になる
と言われている。



人口が減るとどうなる？



良い点 課題点

・自然が豊か
・土地（活用できる空
き家）がある

・家賃が安い
・水資源が豊富
・古い町並みが残りや
すい

・経済的な自立（財政面）
・インフラ（道路などのラ
イフライン、医療、教育な
ど）の維持

・人材の確保などが難しくなる
・若者が必要とする施設の減少



大好きな江津市これ
からも『持続可能な
街』にするためには？

•人口が流出しないため
の取り組み

•優秀な人材がたくさん
集まる仕組み

•優秀な人材を育てる仕
組み

•食材・人材の地産地消



私たちが着目したのは、ICTの力！



こちらの農園では、これまでと違った
『ICTの力』を取り入れた
農業の取り組をしていました。

江津市都治町の農家さん
（Mog-Mog Farm）を見学してきまいた！



代表の藤井さんからお話をたくさ
んお話を聞いてきました！



これだけ広大な土地を管理し
ているのは、たったの２人だけ
だそうです。

その秘密はな
んだろう？



これだけ広大な土
地を管理しているの
は、この機械のおか
げだそうです

パートさんや技能実習生なども
いないそうです。



農園の目の前には、
生のイチゴが買える
自動販売機がありまし
た！
なんとPayPayが使えまし
た。



インタビューの中であった話

これまでは、多くの人手があって成り立っていたが、最近

ではそれも難しくなった。

新しい技術を取り入れ、現状の中で（少ない働き手）でも

成り立つ仕組みが今後は必要になると思う

ICTを活用いた農業は全国的にみたら、すでに取り組んでい

る地域も多くあるが、まだまだ江津市では進んでいない



イチゴもとてもおいしかったです！



•新しいICT分野の活用は、

『人、街、産業』が活発になるための

ヒントかもしれない！



しかし、

それらを学ぶ機会は、
まだまだ少ないと感じます



ICTを江津のこどもたちが学べる拠点を！



私たちが目をつけたのは、
徳島県のある町です。



町ぐるみでICT拠点をつくる取り組みが行わ
れている （徳島県神山町の取り組み）

より引用



より引用



この町（神山町）のICTの拠点は
神山まるごと高専です。



私たちの提案

①子ども～大人までがたくさん集まり、
ICTを学び・活用できる拠点づくり
②ＩＣＴについて活発な地域の視察



ご清聴ありがとうございました
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